
（注）管理形態欄には，直営・管理委託・指定管理者の別を記入してください。

２．現指定管理者の概要【施設所管課記入】

３．施設の概要【施設所管課記入】

　■　有　　□　無

指 定 管 理 者 が 行 う
業 務 の 範 囲

（１）自然保護思想の普及及び啓発に関すること。
（２）自然環境の保全に関する学習に対する支援に関すること
（３）蔵王野鳥の森の自然環境についての情報の収集及び提供に関すること。
（４）自然観察センターの維持管理に関する業務
（５）上記の他、自然観察センターの設置目的を達成するために知事が必要と認める業務

利 用 料 金 制

採 用 の 有 無

利 用 料 金 の 名 称 入館料

開 館 （ 所 ） 日
◇ 月曜日（休日を除く）を除く日
◇ 休日の翌日（休日，日曜日，土曜日を除く）を除く日
◇ １２月２８日から翌年の１月４日までを除く日

開 館 （ 所 ） 時 間 午前９時～午後４時３０分

設 置 目 的
優れた自然と多種多様な野生動植物との触れ合いを通じて県民の自然保護思想の向上
に資するため、自然観察センターを設置する。

施 設 の 内 容

敷 地 面 積 ６，１４９．９９㎡

構 造 鉄筋コンクリート造　一部２階建

内 容 １階　504.37㎡　　　２階　623.70㎡

設 置 年 月 平成６年４月

根 拠 条 例 等 自然観察センター条例

施 設 の 名 称 宮城県蔵王野鳥の森自然観察センター

所 在 地 刈田郡蔵王町遠刈田温泉字上ノ原162-1

指 定 期 間 　平成２９年４月１日～令和４年３月３１日（５か年）

募 集 方 法 　■　公募　　□　非公募

特定非営利活動法人　宮城県森林インストラクター協会

所在地 宮城郡利府町神谷沢字菅野沢41

平成２９年　４月～令和　４年　３月 指定管理者 特定非営利活動法人宮城県森林インストラクター協会

指 定 管 理 者 の 名 称 特定非営利活動法人宮城県森林インストラクター協会

施 設 所 管 部 課 （ 室 ） 環境生活部自然保護課

平成２４年　４月～平成２９年　３月 指定管理者 特定非営利活動法人宮城県森林インストラクター協会

平成２１年　４月～平成２４年　３月 指定管理者

１．当該施設の管理形態の推移【施設所管課記入】

期　　　　　             間 管理形態 指定管理者（管理受託者）の名称 摘 要
特定非営利活動法人宮城県森林インストラクター協会

指 定 管 理 者 の 名 称
名  称

（様式第１号）

指定管理者制度導入施設の管理運営に関する評価票（評価対象年度：令和２年度）

施 設 の 名 称 蔵王野鳥の森自然観察センター



４．施設利用実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 開館（所）日数及び利用者数

日 日 日

人 人 人

（注）対象施設が複数ある場合は，施設ごとに記入してください。

 (2) 延べ利用者数の内訳

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

５．管理運営収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

収　　支 445 157 292 65.6% 186.0%

支　　出 655 1,004 583 89.0% 58.1%

収　　入 1,100 1,161 875 79.5% 75.4%

　※　自主事業を実施している場合は，上記に準じて，自主事業の収支実績を別掲すること。

116.2% 102.6%

次期繰越収支差額 77 79 81 105.2% 102.5%

前期繰越収支差額 68 77 79

98.6% 99.3%

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 0 2 1 - 50.0%

支 出 計　(ｂ) 26,370 26,185 26,005

101.8% 97.1%

その他 656 1,004 582 88.7% 58.0%

事業運営費 7,188 7,536 7,314

97.0% 100.9%

施設管理費 3,212 2,929 3,261 101.5% 111.3%

人件費 15,314 14,716 14,848

87.9% 80.0%

収 入 計　(ａ) 26,370 26,187 26,006 98.6% 99.3%

その他 1,227 1,348 1,079

100.0% 100.9%

利用料金収入 1,000 916 784 78.4% 85.6%

県指定管理料 24,143 23,923 24,143

（単位：千円，％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(A)

前　年　度
（令和元年度）

(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(C)

合　　　　計 10,000 8,776 5,942 59.4% 67.7%

77.5% 84.7%

無料入館者 6,900 5,940 3,541 51.3% 59.6%

有料入館者 3,100 2,836 2,401

開館（所）日数 304

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(A)

前　年　度
（令和元年度）

(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(C)

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

延べ利用者数 10,000 8,776 5,942 59.4% 67.7%

305 190

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(A)

前　年　度
（令和元年度）

(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(C)

62.5% 62.3%

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)



６．評価対象年度（令和２年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価

2 人 9 人

　新たな展示物の設置や，蔵王の自然をより
多くの利用者が享受できるように建屋周辺の
各広場を整備するなど，利用者へのサービ
ス向上に努めていると認められる。

A

⑥利用者の苦情，
　 要望等の把握
   とその反映

　利用者の意見、要望等は「ご意見カード」に
記入していただいております。設置場所は入
館者受付カウンター及び２階休憩コーナーの
二か所に設置しており、寄せられた意見や要
望は入口風除室に掲示して対応状況をお知
らせしております。

〇ご意見カード回収数３３枚
〇意見記載カード２４枚
〇意見対応数１件

A

　ご意見カードの意見や要望等に，適宜対応
状況を知らせるようにしており，適切な対応
であると認められる。

A

⑤利用者サービス
　 の向上

　〇館内のことリブローチ作りの作成できる木
型を要望の多かったものを中心に数を増やし
て要望に応えるようにしました。
　〇野鳥の森を気軽に散策できるように定期
的にガイドを実施して、希望に応じて随時ガ
イドを実施しております。
　〇来館者に声掛けを実施するとともに、野
鳥観察室には職員が対応して野鳥の説明を
実施しております。
　〇無料開放日として４月２９日（開館記念
日）、５月１０日～同１６日（愛鳥週間）、１０
月２６日～２７日（東北文化の日）、及び毎月
第４水曜日を実施しております。

　〇一階常設展示の改装に伴い二階ミニジ
オラマのスペースに野鳥の森で常に見られろ
鳥、夏・冬に見られる鳥を新たに展示しまし
た。
　〇野鳥の森利用者には季節の花々を堪能
できるように散策路の案内図、花々の小冊
子を配布しております。
　〇館内にセンサーカメラで捉えた野鳥の森
の動物たちを映像として流して、誰もが視聴
できるようにしております。

A

　展示コーナーにあっては、ご意見カードに
「暗くて読みにくい。」との要望に対し照明の
角度やLED化を実施するなど，適切に運営さ
れたと認められる。

A

④自主事業の実施

　生物多様性プログラム等新型コロナウイル
スウイルス対策として、屋外でのイベントに重
点を置き野鳥の森ハイキング・森の癒し体験
を企画して７１回実施しました。

　昨年度の実施数７６回より減少しましたが、
１，１２６名の参加者があり、参加者はプラス
になりました。新型コロナウイルスウイルス対
策として屋内でのイベントは人数を制限しまし
た。

A

①管理運営体制

　所長１名、主任１名、準職員８名、経理サ
ポーター１名で管理運営にあたりました。
管理運営内容は
　①教育機関に野外体験の場としての有効
性を広報、蔵王自然の家との協力体制を継
続することにより利用者の利便性を向上しま
した。
　②自然体験教室・自然観察教室を強化し
て利用者が気軽に自然に親しめる施設を目
指して活動しました。
　③施設管理は安全・安心は当たり前の考
えに立ち、随時巡視を実施して安心・安全に
努めました。
　以上のことを実施するにあたり、甲種防火
管理者講習終了者及び乙種第４類危険物
取扱者免状所持者をもって人員配置しまし
た。

A

　新型コロナウイルスの影響で実施回数は
減ったが，参加人数は昨年度を上回ってお
り，更なる来館者の確保に向けた企画・運営
が適正に実施されたと認められる。

A

③運営業務（ソフト
　 事業等）の実施

　幅広い年齢層でも気軽に自然できるように
体験ができるように以下の施策を設定して運
営しました。
　①展示学習プログラム　　　　　　　　　　　特
別展示コーナーには生物多様性普及啓発
活動のためのポスター展示を行い、当年度
の取り組み状況を写真展示を行いました。
　②自然体験プログラム　　　　　　　　　　　自
然観察の「野鳥のくらしを探ろう」の実施ととも
に、森の癒し体験を実施し、飲食を伴うイベ
ントは実施しませんでした。
ツイッター・ブログを随時更新してイベント情
報や施設案内を提供しました。

　①展示コーナーにあっては、ご意見カード
に「暗くて読みにくい。」との要望があったこと
から、照明の角度やLED化を実施することに
より、満足度向上に努めました。
　②利用者からの要望や意見を取り入れな
がら、要望の多いイベントや参加者の多いイ
ベントを検討しながら、減らすべきか増やす
べきか適正な運営に努めました。
　③ものづくり体験
　制作できる木工を増やしたり、簡単にできる
方法を職員同士で検討して要望に対応しま
した。
　④仙南各市町村の広報誌にイベント情報
を提供をしました。

A

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】
県の評価

【施設所管課記入】

②施設・設備の維持
　 管理業務の実施

　「施設の保守・管理に関する業務計画」に
従い、各業務をを実施しました。職員が実施
する業務として
　〇巡視時のいち早い危険木や枯損木の発
見と散策路のごみや枝などの障害物の撤去
を行いました。
　〇建屋、貸与品の軽微な修繕は職員が実
施しました。

　再委託分は計画書とおり実施し、職員が実
施する業務では
　〇巡視時には巡視報告書を作成して職員
間の情報共有に努め、効果的に巡視・森林
整備を行いました。
　〇散策路の維持管理は計画的に行い、野
鳥の森利用者の安全確保に努めました。

A

　施設・整備の維持管理として，巡回時の巡
回報告書を作成することで，職員間の情報
の共有化を行っているなど，施設の維持管
理が適切に実施されたと認められる。

正規 非正規

　計画とおりの人員で管理運営にあたりまし
た。
　①管理区域及び付属施設については、散
策路の巡視を７０回、散策路の整備を４２回
実施しました。
　②建物等の管理は再委託分を含めて適正
に管理を実施しました。
　③物品の使用及び管理・施設の共有等は
破損・紛失等は無く適正な管理運営に努め
ました。
　自主イベントは総数７１回で参加者人数は
１，１２６名で、主催イベント数は減りました
が、参加人数で前年比１１５％と増加しまし
た。　　入館者数及び入館料収入とも目標に
は達しておりませんが、新型コロナウイルスウ
イルス・空調設備等改修工事の休館が影響
しております。

A

　新型コロナウイルス・空調設備等改修工事
の休館が影響し，入館者数は目標を下回っ
たものの様々に工夫を凝らした自主イベント
の参加者は増加しており来館者促進に努め
ている。また安全管理の順次も随時実施す
るなど，適切な管理運営体制であったと認め
られる。

A

人員体制



評価 評価

A総　合　評　価

　指定第３期４年目にあたり、事業計画書に
則り管理運営を行いました。利用者、利用料
金収入との減となりましたが休館の影響と思
われます。今後とも県民サービス・自然に親
しむ場所を目指して活動を継続していきま
す。

A

　誠実に管理運営されており，努力と工夫も
十分評価に値する。
　年度末の展示替えを好材料として，更に当
該施設の認知度向上に向けた新たな取組に
期待したい。

　コロナ禍の中でも前年並みを維持しており，
収入に見合った費用対効果を考慮した予算
活用となっている。

A

⑫その他の取組
年二回の外部評価委員会を開催して客観
的立場で、施設運営に役立てております。

蔵王自然の家、えぼしリゾート、こけし館との
協力体制が築くようになり、また、外部評価
委員会からの建設的な意見を取り入れ施設
運営につながりました。

A

　入館者数は前年度より減となっているが，
蔵王町との関係を密にしたり，蔵王自然の家
との協力体制を図る等，入館者数の増加へ
向け適切な取組が実施されていると認めら
れる。 A

⑪収支実績 上記「５．管理運営収支実績」のとおり。
費用対効果を考慮した予算の活用を行いま
した。 A

　個人情報の管理について，適切に取り扱わ
れている。

A

⑩利用実績 上記「４．施設利用実績」のとおり。

　〇開館日数 　計画３０４日　実績１９０日
対比６２．５％
　〇利用者数　計画10,０００人　実績５，９４
２人対比　５９．４％
　〇利用料金収入　計画1,000,000円　実
績７８３，８５０円　対比７８．３％
　〇自主事業等収入　計画１，１００，０００
円実績８７５，０５０円　対比７５．３％
以上の結果となりました。

B

　コロナ禍の中，利用者数は前年度比で若
減少したが，自主企画収入は前年並みを維
持している。集客に対しての努力の効果が認
められる。

B

⑨個人情報の保護

　蔵王野鳥の森自然観察センターの管理に
関する協定書第２２条を厳守して、イベント
参加者等からの個人情報の収集は本人の
理解を得た上で実施しました。特にご意見
カード協力者やイベント参加者の個人情報は
集約し所長を個人情報保護管理者に定めて
責任を明確にしたうえで管理保管をしまし
た。

　イベント参加者の名簿・ご意見カードは、速
やかに個人情報管理者に移行するようにイ
ベント時ごとに注意を促しております。ボラン
ティアスタッフ名簿も個人情報として取り扱
い、個人情報はすべて金庫に施錠して保管
してしてあります。

A

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】
県の評価

【施設所管課記入】

　消防計画に基づいた防火管理と消防訓練
を年二回実施し，自然災害を想定した防災
計画を作成して運用しており，適切な管理運
営体制により，来場者の安全確保に努めて
いると認められる。

A

⑧県民の平等利用

　利用者の平等利用のために、特定の個人
や団体、グループに対して有利や不利になら
ないようにしました。特に障害を持った方や
弱者に対しては可能な限り安全かつ負担に
ならないように配慮しました。

　公共の施設として何人も不公平感がない
施設であるべきで、利用者が公平に利用で
きるように、各市町村広報、HP・ツイッター等
で広く発信を行いました。

A

　利用者が誰であるかにより有利・不利にな
らないよう配慮されており，多種多様な利用
者に対して適切な運営体制であったと認めら
れる。

A

⑦安全対策

　〇受付脇にAED装置を設置して職員誰で
もが使えるように、年一回の救急救命士から
の講習を受講しております。
　〇消防訓練は年二回実施しており、通報
訓練・避難訓練・消火訓練を実施しておりま
す。
　〇防火管理者の講習を職員５名が受講、
乙種第４類危険物取扱者も５名のものが所
持しており、緊急時の連絡先や近隣の病院
等の連絡先を事務所内に掲示して、緊急時
には遅滞なく対応できるようにしております。

　〇消防計画に基づいた防火管理と消防訓
練を年二回実施しました。自然災害を想定し
た防災計画を作成して運用しております。
　〇受付にはサーマルカメラ及び消毒液を設
置して来館者全員の検温・消毒を実施する
とともに、各階・各コーナーに消毒液を設置し
て来館者が自由に消毒ができるように消毒
液を配置した。
　〇常設展示のタッチパネル部分は朝・昼の
二回ウイルス対策用スプレーで消毒を実施し
た。

A



　　　【指定管理者が行う自己評価の基準（目安）】

　

　　　【県が行う評価の基準（目安）】

　

７．施設管理運営の課題等【指定管理者・施設所管課記入】

項　　　　目
指定管理者

【指定管理者記入】
県

【施設所管課記入】

管理運営の課題等

１　新型コロナウイルスに対して万全の対策が取られているのか、ま
たは、職員等のクラスターが発生した場合の対処方法が懸念され
る。
２　職員の高齢化が進み後継者の育成が重要であり、後継者をどの
ように育てていくのかも課題である。

　新型コロナウイルスの影響で入館者数は前年度より減となっている
が，蔵王町との関係を密にしたり，蔵王自然の家との協力体制を図
る等，入館者数の増加へ向けた取組は評価される。
　引き続き，様々な方法により施設の周知に努めてほしい。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われたとは認められず，大いに改善努力が必要である。

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営が行われた。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営が行われた。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われなかった。大いに改善努力が必要である。

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営を行った。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営を行った。


